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舗装工事合理化へのICT，IoTの
活用検討と展望

株式会社NIPPO
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◆60年前と基本的には変わっていない
施工機械、品質管理、出来形管理

◆きつい仕事･･･暑い、汚れる、夜間工事

◆交通規制 ⇒ 一般人から良く思われない

舗装工事の実情

一方で道路に求められる役割は進化
★災害復旧・復興・防災 ★環境(遮熱等)

・社会からのイメージを変える
・自分たちの労働環境を変える

i-Construction，ICT舗装工 ⇒ 今がチャンス
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◆新設工事は減少、大半が補修工事

◆補修工事の多くが、アス舗装の切削
オーバーレイ

◆コンビニよりも多い舗装会社

舗装工事の実態

本来便利で、役立つ筈のICT，IoTは身近で
はないと感じている？

ICT活用 ⇒ コストアップ
データ作成が手間
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切削オーバーレイの実際

◆一般的な流れ

規制 ⇒ 現状計測 ⇒ マーキング ⇒ 切削工 ⇒ 清掃

⇒ 下がり計測 ⇒ 乳剤散布 ⇒ 混合物敷きならし

⇒ 転圧 ⇒ 下がり計測 ⇒ ライン工 ⇒ 規制解除

・規制解除までの時間が短い

・事前準備の時間がない

・TSの設置場所･･･限定される，障害物



N-Pnext Ver.2 次世代型舗装スタイルの追求

2017年から掲げたN-PNext。新たな取り組みや
開発技術の修正を加え、Ver2へ
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(Nippo Data Collection System・Measurement)

・ターゲット位置の下がりと幅員を同時に検測
・従来の目視と比較して、個人差ない検測が可能
・自動作成された帳票はクラウドへ保存可能

従来検測

デジカメ測量技術を用いて舗装の幅や厚さの計測が一人で可能に
計測作業の省力化と立会い検査の簡素化

Nコレ・メジャー

クラウド

N-PNext Nコレ・メジャー



N-PNext Nコレ・サーマル
(NIPPO Data Collection System-Thermal)

Wi-Fi接続できる
温度ロガー

・Wi-Fi対応温度ロガーにより、荷台
に上がらず合材温度が共有できる
・到着温度が自動的に帳票表示 クラウドAF搭載

可搬型Wi-Fi装置

トレーサビリティ，省人化

温度管理要員1人削減，安全性向上

③ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ経由で、ﾀﾌﾞﾚｯﾄや
ﾊﾟｿｺﾝにデータを自動蓄積

② ＡＦに搭載した可搬型Wi-Fi装
置でデータを自動転送

①合材温度を自動収集する温度
計をダンプトラックに装着
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N-Pnext 舗装温度記録管理システム

◆敷きならし温度を面で記録

◆気象状況（気温、気圧、湿度、風速）および
施工位置、施工速度も同時記録

※MOBA社 Pave-IR



N-Pnext 舗装温度記録管理システム

敷きならし時のトレーサビリティ



N-Pnext プッシュオフ式トレーラ

・日本に6台アスファルト合材専用車 ・24t積載
・ドライバー不足課題 ・保温性
・ダンプアップしない(トンネル内等可）



※㈱アカサカテック Smart Roller HDT280

◆転圧軌跡、回数、転圧温度を取得

◆取得データはクラウドにて共有

N-Pnext 次世代転圧管理システム

⇒転圧時のトレーサビリティ



N-PNext N-P Manager-Co

簡易平面図 打設数量 管理時刻 打設時の気象

性状試験データ

舗装工事だけでなく
全てのコンクリート管理
に適用可能

自動帳票作成により事務所業務削減

(NIPPO Paving Manager Concrete)
舗装工事の施工情報一元管理システム

煩雑なコンクリート施工管理をIoT，画像処理技術
によりリアルタイムに一元管理
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N-PNext N-P Manager-Con

①運搬車両にカラーコードを貼り付ける
②タブレットでカラーコードを認識させる
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N-PNext N-P Manager-Con

自動
記録

自動
記録自動

記録
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N-PNext N-P Manager-Con

• 性状試験データの管理、共有
• 打設時の気象情報の収集
• リアルタイムに情報共有

（事務所やプラント、発注者と）



N-Pnext 自動走行ロボット

舗装：測 量⇒TS，TLS
路 盤⇒ブル，グレーダMC
基・表層⇒フィニッシャMC

機械化，ICTは一般化されつつある

ICT，IoTで改善すべきは事前準備、書類作業

舗装修繕工事の事前作業に着目



N-Pnext マーキングロボット

【従来】

人力で行われている通り出し（路面マーキング）作業を自動化し、省力
化と安全性の向上を図る

供用車線に隣接しての作業で危険
必ず複数人で作業しなければならない

【ロボット導入状況】



魅力ある建設業へ

まとめ

生産性向上，省力化，省人化のために

・身近なあたりまえを見直すことから

・検査，書類の簡素化
⇒アナログからデジタルへ ５Gで加速

⇒明確なエビデンスを残す

⇒発注者と施工者の信頼関係が大事

⇒その作業危なくないですか

⇒その作業きつくないですか




